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1940唱 前後朝鮮總督府潮`新 體制'認 識斗 兵站基地強化政策
豆1朝 鮮總督府時局封策準備委員會 干層 望君
(1938.2.8)
姓名 來鮮年度 現職 姓名
來鮮
年度 現職
委員長 大野緑一郎 1936 政務總監
委員
大竹十郎 1933 内務局長 水田直昌 1924 財務局長
穗積眞六郎 1914 殖産局長 湯村辰二郎 1918 農林局長
宮本元 1920 法務局長 塩原時三郎 1936 學務局長
三橋孝一郎 1929
1936 警務局長
山田忠次 1920
1936 遞信局長
吉田浩 1932 鐵道局長 鈴川壽男 1932 專賣局長
山澤和三郎 1919 官房 審議室 首席 松澤龍雄i 1936 外事部長
委員秉
幹事
*藤 本修三 1916
1923 官房 會計課長
*丹下郁太郎 1922 官房 資源課長
*碓 井忠平 1923 官房 人事課長 *井坂圭一郎 1924 官房 文書課長
幹事
山名酒喜男 1929 官房 審議室 事務官 *西 岡芳次郎 1921 内務局 地方課長
柳生繁雄i 1923 内務局 肚會課長 *奥村重正 1927 財務局 司計課長
村山道雄 1925 財務局 税務 ・關税課長 山地靖之 1926 財務局 理財課長
石田千太郎 1922 殖産局 鑛山課長 *西本計三 1921 殖産局 商工課長
梶川裕 1929 殖産局 水産課長 山下屓一 1914 農林局 林政課長
井芹正 1920 農林局 林業課長 下飯坂元 1922 農林局 米穀課長
橋本左太郎 1923 農林局 土地改良課長 *美根五郎 1925 農林局 農務課長
岸勇一 1926 農林局 農業振興課長 榛葉孝平 1911 總督府 技士
森浦藤郎 1921 法務局 法務課長 西龜三圭 1924 法務局 兼務
古川兼秀 1925 警務局 島嶼課長 下村進 1923 警務局 保安課長
*伊藤 泰吉 1925 警務局 警務課長 坂上滿壽雄i 1923 遞信局 電氣課長
小川要次 1925 遞信局 保險課長 *淺原貞紀 !930 遞信局 庶務課長
佐佐木仁 1936 遞信局 工務課長 岡田修一 1936 遞信局 海事課長
幅田敬之 1937 遞信局 經理課長 森長文 1924 専賣局 事業課長
木下麟太郎 1928 專賣局 庶務課長 宇野友八 1933 専賣局 鹽蔘課長
佐藤作郎 1925 鐵道局 營業課長 西崎鶴司 1920 鐵道局 監督課長
*大 島寅 治 1922 鐵道局 調査課長 荻原三郎 1925 鐵道局 庶務課長
江崎義人 1918 鐵道局 技師 福見貞治 1936 鐵道局 工作課長
*高 尾甚造 1922 學務局 學務課長 金大羽 學務局 瓧會教育課長
富田直亮 陸軍歩兵 小佐 東郷實 1皹 中佐
・參考文獻 朝鮮總督府 ,『朝鮮總督府官報』3319,1938.2.10,敍 任及辭令,121-122尋.
安龍植編,『 朝鮮總督府下 日本人官僚 研究』1・H・皿,刈 苦;望 ス¶司叫皿 入国 斗司'望子杢,2003.
貴 田忠衛,『 朝鮮人事興信録』,京 城:朝 鮮人事興信録編纂部,1935.
・幹事 フト{}司*丑 入1セ1938遇9望7膕 宅 時局羯策 調査會斜 正式 幹事呈 選任宅 官僚
・來鮮年度フ}耆 昇 剋 ぞ♀セ 再來鮮 赳 槊望
・委員ﾂ幹 事剋 藤本 修三 〇L2.19.追 加 選任宅 ぞ♀瑠
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丑2`天 降組'望 君
姓名 來鮮年度 最終官職
`天降'
年 度
`天降'望 入1會 瓧 喫 職位
◎1孚 手且 遇号朴噌
備考
(委員會經歴)
有賀光豊 1906 理財課長 1918 1918.朝 鮮殖産銀行 首席理事
1919.朝 鮮殖産銀行 頭取
1937.日 本 高周波重工業 瓧長
①③⑤委員
人見次郎 1908鐵道局長
臺灣總務長官
19191919.東 洋拓殖 理事
1938.西 鮮 中央鐵道 瓧長
1940.朝 鮮無煙炭 會長
⑤委員
河内山樂三 1907財務局長 1922 1922.朝 鮮 火災海上保險 瓧長
和田一郎 1910財務局長 19241924.朝 鮮 商業銀行 頭取
矢鍋永三郎 1907黄海道知事 19251925.朝 鮮殖産銀行 理 事
1933.金 融組合聯合會 會長
1939.中 川鑛業 瓧長
①委員
吉村謙一郎 1910海事課長 19251925.朝 鮮郵船 専務
新田留次郎 1906鐵道局 技師 19271927.朝 鮮鐵道 專務
1937。 朝鮮鐵道協會 副會長
③委員
中野太三郎 1909 威鏡南道知事 1929 1929.東 洋 拓殖 理事
1932.東 洋 拓殖 東京本7f理 事
谷多喜磨 1909 慶尚南道知事 19301930.朝 鮮 火災海上保險 杜長
1932.朝 鮮 信託會肚 瓧 長
1939.漢 江水力電氣 瓧長
③⑤委員
三井榮長 1910勸業模範場1級 技師 !9301930.不 二 興業 専務
1938.不 二 興業Tt長
①③⑤委員
松井房治郎 1914威鏡南道知事 19301930.朝 鮮 米穀倉庫 瓧長
倉原新 1916道 理事官 19311931.朝 鮮 米穀倉庫 常務
時實秋穗 1919京畿道知事 19321932.京 城 日報 瓧長
三木清一 1910 専賣局 副事務官 19321932.朝 鮮 信託 支配人
石川登盛 1919平安北道知事 19321932.朝 鮮 火災海上保險 瓧長
林茂樹 1912 學務局長 19331933.殖 産 銀行 理事
1939.漢 江 水力電氣 專務
1941.京 春 鐵道 肚長
山本犀藏 1924 遞信局長 19341934.西 鮮 合同電氣 瓧長
渡邊忍 1919農林局長 19351935.東 洋 拓殖 理事
1943.朝 鮮 農地 開發營團 理事長
松本誠 1909京畿道知事 19351935。 朝鮮製錬 瓧長
1939.金 融組合聯 合會 會長
③⑤委員
藤原喜藏 1919平安南道知事 19351935.北 鮮 製紙化學工業:專 務
1935.朝 鮮 洋紙 配給 瓧長
牛島省三 1931内務局長 19361936.京 春 鐵道 瓧長
1940.死 亡
竹内健郎 1921 威鏡南道知事 19361936.富 寧水力 瓧長
1938.朝 鮮 水産 肚長
大島良士 1916官房審議室 事務官 19361936.朝 鮮温油脂聯 合會 會長
1944.朝 鮮農地 開發營 團 理事長
井上清 1917遞信局長 19361936.朝 鮮電力會杜 専務
1943。 南朝 鮮水 力電 氣 肚長
伊逹四雄i 1921慶尚北道知事 19361936。 京城土建協會 會長
渡邊豐日子 1919 學務局長 19361936.鮮 滿 拓殖 専務 ⑤委員
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今井頼次郎 1919遞信局 電氣課長 19371937.西 鮮 合同電 氣 肚長 ①幹事③⑤
委員
松本伊織 1923全羅南道知事 19371937.朝 鮮 油脂 肚長
1943.重 要物 資營團 副理事長
矢島杉造 1915農林局長 19371937.朝 鮮 林業開發 瓧長
1939.朝 鮮 米穀 市場 杜長
①③委員
土師盛貞 1920慶尚南道知事 19371937.朝 鮮放途協會 會長 ③委員
林繁藏 1913財務局長 19371937.朝 鮮殖 産銀行 頭取 ①③⑤委員
富永文一 1916學務局長 19371937.朝 鮮殖 産銀行 理事
1941.朝 鮮開拓 社長
①委員
石塚峻 1913穀物檢査所長 19381938.朝 鮮米穀倉庫 肚長
1943.朝 鮮開拓 取締役
上内彦策 1920平安南道知事 19381938.東 洋拓殖 取締役
1943.西 鮮合同電氣 ・朝鮮電力 ・朝鮮
石油 ・朝鮮有煙炭 取締役
阿部 千一 1920慶尚南道知事 19381938.日 本産金振興 理 事(朝 鮮支
瓧長)
草間秀雄i 1924 財務局長
長崎市長
19381938.日 本産金振興 副耐:長 ⑤委員
古庄逸夫 1919税務監督局長 19391939.中 央無盡 瓧 長
美座流石 1917平安北道知事 19391939,朝 鮮叫ユq1λト01三開發 瓧長
荻原:三郎 1925鐵道局 庶務課長 19391939.朝 鮮運邊 專務
1943.朝 鮮運邊 肚 長
岡崎哲郎 1919慶n南 道知事 19391939.朝 鮮畜産 肚 長
佐藤作郎 1925鐵道局 營業課長 19391939.北 鮮拓殖鐵道 專務 ①②幹事
萩原彦三 1916威鏡南道知事
拓務省 拓務次官
19401940.朝 鮮鑛業振興 瓧長 ①③⑤委員
西本計三 1921 平安北道知事 19401940.朝 鮮鑛業振興 理事 ①②③幹事
西崎鶴司 1920財務局 理財課長 19401940.朝 鮮紡績工業組合 常務理事
1940.朝 鮮工業組合 中央 會 專務理事
①②幹事
大竹十郎 1933内務局長 19411941.朝 鮮奬學 會 理事長 oooｮo
委員
藤本修三 1916税務監督局長 19411941.朝 鮮殖産 銀行 理事 ①③幹事
佐藤徳重 1910平壤府尹 19411941.朝 鮮有煙炭 重役
1942.朝 鮮無煙炭 常務
穗積眞六郎 1914殖産局長 19411941.京 城商工會議所 會頭
1942.京 城電氣 瓧長
1944.朝 鮮興業 瓧長
ooｮｮo
委員
湯村辰二郎 1918農林局長 19421942.朝 鮮蠶絲統制 肚長 ooｮo
委員
山澤和三郎 1919農林局長 19421942.東 洋拓殖 理事
1942.朝 鮮鑛業振興 理 事
①②③委員
・參 考文獻
・備考
安龍植編,『 朝鮮總督府下 日本人官僚 研究』1・■・皿,刈 暑:qλ ¶朗司'皿 入}司コ}司'唱子杢,2003.
朝鮮新聞肚編,『 朝鮮人事興信録』,京 城:朝 鮮新 聞瓧,1922.
貴 田忠衛,『 朝鮮人事興信録』,京 城:朝 鮮人事興信録編纂部,1935.
阿部薫,『 朝鮮人物選集』,京 城:民 衆時 論肚,1936第3版.
嶋元勸,『 朝鮮財界の人 々』,京 城:京 城 日報瓧,1941.
東洋經濟新報肚,『 朝鮮産業年報 昭和 十八年度版 朝鮮産業の決戰再編成』,1943,刈2早.
谷サ カヨ,『第十四版 大衆人事録』,東 京:帝 國秘密探偵瓧,1943.
① 朝鮮産業經濟 調査會(1936.10)② 朝鮮總督府時局對策準備委員會(1938.2)
③ 朝鮮總督府時局射策調査會(1938.9)④ 朝鮮總督府企 劃委員會(1940.10.7)
⑤ 朝鮮總督府國土計劃委員會(1940.10,30)
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丑3朝 鮮總督府國土計劃委員會 子徳 望君
(1940.10.30)
職位 姓名 來鮮年度 現職
以後 主要經歴
(官僚州 限)
備考
(委員會 經歴)
委員長 大野緑一郎 1936政務總監 42.5貴 族院 議員 ①②③④委員長
委
員
官僚 大竹十郎 1933内務局長 41.1免 本官
41.1朝 鮮奬學會 理事長
①②③④委員
水田直昌 1924 財務局長 45.8免 本 官 ②③④委員
穗積眞六郎 1914殖産局長 41.11免 本官
41.11京 城商工會議所 會頭
42.12京 城電氣 瓧長
①②③④委員
湯村辰二郎 1918農林局長 41.11免 本官
42.5朝 鮮蠶絲統制 瓧長
②③④委員
宮本元 1920法務局長 43.2總 督府 剣事 ②③④委員
塩原時三郎 1936學務局長 41.3厚 生 省 職業局長 ②③④委員
三橋孝一郎 1929
1936警務局長
42.6免 本 官 ①②③④委員
諏訪務 1936外事部長 41.11専 賣 局 長
42.10免 本 官
④委員
西岡芳次郎 1921企劃部長 41.11慶 筒南道知事
43.3免 本官
②幹事③幹事:
④委員
山田忠次 1920
1936遞信局長
41.5免 本官
44.6朝 鮮 住宅營 團理事長
①③④委員
山田新十郎 1939鐵道局長 43.12免 本 官 ④委員
松澤龍雄 1936専賣局長 41.11京 畿 道 知 事
42.4免 本 官
②③④委員
鈴川壽男 1932京畿道知事 41.11司 政 局 長
42.10免 本 官
①幹事
②③④委員
篠田治策 1904京城帝國大學 總長 37.李 王職 長官
碓井忠平 1923官房 審議室 事務官 42.10黄 海道知事 ①幹事②委員
③幹事④委員
丹下郁太郎 1922官房 會計課長
企劃部 兼務
42.6警 務局長 ②委員③幹事
④委員
伊藤泰吉 1925 官房 人事課長 42.!0専 賣局長
44.8遞 信局長
②幹事③幹事
④委員
信原聖 1924官房 文書課長 43.7平 安北道知事 ④委員
財界
天降組
有賀光豊 1906日本高周波重工業 祉長 兼 貴族院 議員
18.殖 産銀行 天降
①③委員
新田留次郎 1906朝鮮鐵道協會 副會長 27.朝 鮮鐵道 天降 ③委員
人見次郎 1908 西鮮中央鐵道 肚長
朝鮮無煙炭 瓧長
19.東 洋拓殖 天降
谷多喜磨 1909漢江水電 肚長 30.朝 鮮火災海上保險 天降③委員
松本誠 1909金融組合聯合會 會長 35.朝 鮮製錬 天降 ③委員
三井榮長 !910不二興業 肚長 30.不 二興業 天 降 ①③委員
林繁藏 1913朝鮮殖産銀行 頭取 37.同 職 天 降 ①③委員
萩原彦三 1916朝鮮鑛業振興 祉長 40.同 職 天 降 ①③委員
渡邊豐日子 1919朝鮮林業開發 瓧長 36.鮮 滿拓殖 天 降
今井頼次郎 1919西鮮合同電氣 瓧長 37.同 職 天 降 ①幹事③委員
草間秀雄 1924 日本産金 副Ti長 38.同 職 天降
359
方 基 中PnrrcKie-chung
財界
企業人
松原純一 朝鮮銀行 總裁 35.朝 鮮銀行 副總裁
41.12.朝 鮮商工會議所 會頭
③委員
野 口遒 日本窒素肥料 肚長
朝鮮水力電氣 瓧長
兼 朝鮮途電 祉長 ①③委員
阿部梧一 朝鮮重工業 瓧長
朝鮮電氣製鋼 瓧長
③委員
津田信吾 鐘淵紡績 肚長 ①③委員
小林采男 小林鑛業 瓧長 ③委員
池邊龍一 東洋拓殖 副總裁
村上義一 朝鮮運邊 肚長
櫟木幹雄 朝鮮郵船會肚 瓧長
學界 大河内正敏 理化學研究所 所長 秉 貴族院 議員
兼 内閣 顧問
①③委員
言論 御手洗辰雄 京城日報 肚長 37.京 城 日報 副瓧長
軍部 加藤輪平 陸軍 小將
高間完 海軍 大佐
幹事
山地靖之 1926財務局 理財課長 42.殖 産 局 商工課長
45.3平 安北道知事
②幹事④ 幹事
奧村重正 1927 財務局 司計課長 45.'8同 職 ②幹事③幹事
④幹事
山名酒喜男 1929 財務局 關税課長 41.企 劃部 計劃課長 ②幹事
塩 田正洪 1924 殖産局 鑛山課長 41.11企 劃 部 長
42.10農 林 局 長
43.12農 商 局 長
①幹事④幹事
井坂圭一郎 1924 殖産局 商工課長 兼
企劃部 第3課 長
44.9平 安南道知事 ②委員③幹事
④幹事
木野藤雄 1930殖産局 産金課長 42.殖 産局 燃料 課長 ④ 幹事
岡信侠助 1932殖産局 水産課長 43.農 商局 商務課長 ④ 幹事
油井垈治 1914 農林局 畜産課長 43.免 本 官 ④ 幹事
山下眞一 1914農林局 林政課長 41.釜 山府尹
42.税 務監督局長
②幹事④幹事
井芹正 1920農林局 林業課長 42..免 本 官 ②幹事④幹事
下飯坂元 1922 農林局 糧政課長 42.6平 安南道知事 ②幹事④幹事
岸勇一 1926 農林局 農業振興課長 45.2威 鏡南道知事 ②幹事④幹事
厚地法人 1927農林局 農務課長 45.農 商局 鑛 山課長 ④幹事
乾明 1932農林局 土地改良課長 43.死 亡 ④幹事
美根五郎 1925企劃部 第1課長 44.8黄 海道知事 ②幹事③幹事
④幹事
渡部肆郎 1925企劃部 第2課長 42.司 政局 地方課長 ④幹事
安田宗次 1927企劃部 第4課長 42.農 林局 林政課長 ④幹事
辻桂五 1926外事部 拓務課長 41.財 務局 理財課長
45.京 城府尹
黒田吉夫 1924 遞信局 海事課長 42.免 本 官 ④幹事
下城義三郎 1927遞信局 航空課長 43.交 通局 航空課長
西田豊彦 1930遞信局 電氣 第1課長 43.交 通 局 海事課長 ④幹事
吉 田日出男 1931遞信局 庶務課長 43.遞 信局 總務課長 ④幹事
田邊多聞 1925 鐵道局 調査課長 43.交 通局 理事 ④幹事
木下麟太郎 1928專賣局 庶務課長 42.殖 産局 鑛山課長 ④幹事
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森長文 1924専賣局 事業課長 41.外 事部 拓務課長
44.免 本官
②幹事
横井増治 1913内務局 土木課長 42.京 城帝大教授 兼 ④幹事
林勝壽 1929 内務局 祉會課長 41.内 務局 勞務課長 ④幹事
古川兼秀 1925警務局 保安課長 45.平 安南道知事 ②幹事
八木信雄 1926警務局 警務課長 44.黄 海道知事 ④幹事
筒井竹雄 1927警務局 地方課長 45.黄 海道知事 ④幹事
北村輝 雄i 1929 警務局 防護課長 44.東 京事務所長 ④幹事
本多武夫 1929警務局 島嶼課長 42.學 務局 學務課長
44.司 政局 地 方課長
森浦藤郎 1921 法務局 法務課長 41.總 督府 檢事 ②幹事
倉島至 1925 學務局 學務課長 42.官 房 文書課長 ④幹事
・參考文獻 朝鮮總督府 ,『朝鮮總督府官報 』3319,1938.2.10,敍 任及辭令,121～122尋.
安龍植編,『 朝鮮總督府下 日本人官僚 研究』1・H・ 皿,刈 苦;望 測司軒」1舜 司コ}聾望子杢,2003.
朝鮮新 聞瓧編,『 朝鮮人事興信録』,京 城:朝 鮮新 聞瓧,1922.
貴田忠衛,『 朝鮮人事興信録』,京 城:朝 鮮 人事興信録編纂部,1935.
阿部薫,『 朝鮮人物選集』,京 城:民 衆時論瓧,1936第3版.
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要 旨
本研究は、朝鮮総督府が、1940年7月 に日本の近衛内閣が推進 した`新 体制'樹 立政策
に対して、深刻な危機感を表している点に注 目し、 日本政府の`新 体制'政 策に対する総
督府の対応過程を通じて、兵站基地政策の性格 と総督府の経済支配システムの特質につい
て考察するものである。当時、総督府は、`新体制'政 策の体制革新論理が朝鮮の政治・経
済支配システムの存在様式や兵站基地政策の展望を脅かすものとみなし、その対応策に腐
心 した。総督府の対応策は、`朝 鮮新体制'の 構築 と兵站基地強化政策に表れたが、`新体
制'樹 立期のこのような総督府の危機意識とその対応過程は、兵站基地政策の構造的特質
と緊密な関連性をもっていた。本研究は、このような総督府の危機意識の所在 と構造、及
びその対応過程に表れる兵站基地強化政策の論理と特質を検討したものである。
このような問題意識 と関連 して、本研究は特に兵站基地政策の企画 ・運営主体である総
督府の経済支配システムについて、その実情を把握することに注目した。1930年 代の総督
府の経済支配システムの最も大きな特徴は、官僚が強大な権限を行使する`官 治主義'の
支配構造の下、総督府 と独占資本が非常に緊密に癒着 した関係を形成 したことである。`新
体制'に 対する総督府の危機意識は、 このような経済支配システムの作動構造、その内面
の政治的・階級的利害関係 と密接に関係していた。従って、`新体制'に 対応 して兵站基地
政策を強化する総督府の立場 と政策論理を深 く理解す るためには、 このような経済支配シ
ステムに対する具体的な実情を把握することが重要であ り、本研究は特に1940年10月 に
総督府が兵站基地強化政策の`参 謀:本部'と して設置 した国土計画委員会を中心にこの問
題を考察した。つまり、国土開発計画の論理に基礎を置いた国土計画委員会の設置 と兵站
基地強化政策は、`新体制'樹 立期の日本の戦時国家統制が経理 ・利潤 ・生産統制の領域ま
で拡大する中にあっても、`朝鮮特殊事情論'と`自 治統制'を 固守する総督府の朝鮮開発
論理 と、その内面の政治的 ・経済的利害関係の特質を強 く反映するものであった。
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